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一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、
一
般
質
問
の
一
部
を

抜
粋
し
た
も
の
で
、
12
月
定
例
会
時
点
で
の
内
容
で
す
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

博
多
港
の
防
波

堤
に
外
国
船
籍

の
貨
物
船
が
衝

突
し
乗
り
上
げ

た
事
故
で
、
水
産
物
へ
の
影
響
や

事
故
の
対
応
に
当
た
っ
た
漁
業
者

が
負
担
し
た
流
出
油
回
収
な
ど
の

費
用
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
　
漁
業
者
を
は
じ
め
関
係
機
関

の
懸
命
な
努
力
に
よ
り
油
の
拡
散

は
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が

で
き
た
た
め
、
水
産
物
へ
の
影
響

は
出
て
い
な
い
。
漁
業
者
が
負
担

し
た
吸
着
マ
ッ
ト
や
燃
料
費
な
ど

回
収
作
業
に
要
し
た
費
用
や
漁
業

の
休
業
に
対
す
る
補
償
は
、
原
因

者
が
加
入
し
て
い
る
保
険
会
社
か

ら
支
払
わ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

大
島
で
は
高
校

進
学
を
機
に
生

徒
と
そ
の
家
族

が
島
外
に
出
て

戻
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

離
島
振
興
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

Ａ
　
離
島
振
興
計
画
に
基
づ
き
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
島
づ
く
り
を
支

援
し
て
き
た
が
、
離
島
の
人
口
は
こ

の
５
年
間
で
16
％
減
り
、
４
月
時
点

の
高
齢
化
率
も
47
・
６
％
で
県
平
均

を
20
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
な
ど
状
況
は

厳
し
い
。
島
民
の
声
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
新
し
い
働

き
方
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、
来
年

度
策
定
の
新
た
な
振
興
計
画
を
実
効

性
あ
る
も
の
に
し
た
い
。

県
内
で
働
く
外

国
人
向
け
の
日

本
語
教
室
運
営

は
市
町
村
だ
け

で
は
対
応
が
難
し
い
。
県
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

Ａ
　
安
定
的
・
継
続
的
に
日
本
語

教
室
を
運
営
す
る
モ
デ
ル
の
構
築

に
取
り
組
み
、
直
方
市
、
古
賀
市
、

苅
田
町
を
モ
デ
ル
市
町
に
選
定
し

た
。
直
方
市
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

技
能
実
習
生
の
雇
用
企
業
、専
門
家
、

市
、
県
が
参
加
す
る
協
議
会
を
設

置
し
、
来
年
度
中
の
教
室
開
始
に

向
け
準
備
中
。
古
賀
市
で
も
協
議

会
を
設
置
し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
得
ら
れ
た

設
置
・
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
県
内

全
域
に
広
げ
た
い
。県

の
高
等
技
術

専
門
校
に
お
い

て
、
次
世
代
自

動
車
の
普
及
を

見
据
え
た
自
動
車
整
備
士
の
育
成

が
重
要
と
考
え
る
。
知
事
の
所
見

を
問
う
。

Ａ
　
こ
れ
ま
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

を
用
い
た
訓
練
な
ど
に
努
め
て
き

た
。
８
月
に
は
自
動
車
整
備
業
27

社
に
職
業
訓
練
で
今
後
ど
の
よ

う
な
技
術
を
身
に
着
け
た
人
材
育

成
を
望
む
か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。
指
導
職
員
に
職
業
能
力
開
発

総
合
大
学
校
の
指
定
講
習
を
受
講

さ
せ
る
な
ど
、
来
年
度
か
ら
は
自

動
運
転
機
能
等
の
電
子
制
御
装
置

の
整
備
技
術
を
習
得
す
る
訓
練
が

実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
る
。

医
療
的
ケ
ア
児

支
援
セ
ン
タ
ー

を
早
く
立
ち
上

げ
、
子
ど
も
と

家
族
へ
の
支
援
を
早
急
に
始
め
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
来
年
度
の
開
設
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
る
医
療
的
ケ
ア

児
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
常
駐

の
相
談
員
の
配
置
、
家
族
の
負

担
軽
減
や
災
害
時
に
お
け
る
避

難
先
確
保
の
た
め
の
短
期
入
所

や
日
中
一
時
支
援
な
ど
一
時
預

か
り
を
考
え
て
い
る
。
医
療
的

ケ
ア
が
必
要
な
新
生
児
対
応
で

は
、
集
中
治
療
室
退
院
後
に
親

子
で
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
な
が
ら
在
宅
ケ
ア
に
円
滑

に
移
行
で
き
る
支
援
も
検
討
し

て
い
る
。

静
岡
県
熱
海
市

の
土
石
流
災
害

を
受
け
、
盛
土

に
よ
る
災
害
防

止
の
た
め
の
総
点
検
が
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
て
い
る
。
危
険
な
盛
土

が
判
明
し
た
場
合
、
避
難
対
策
も

含
め
た
対
応
の
検
討
を
急
ぐ
べ
き

だ
。

Ａ
　
判
明
し
た
違
法
な
盛
土
に

つ
い
て
は
、
判
明
時
点
で
速
や

か
に
行
為
者
・
土
地
所
有
者
に

是
正
指
導
し
、
悪
質
な
案
件
に

つ
い
て
は
警
察
と
も
対
応
を
協

議
し
て
い
る
。
人
命
に
関
わ
る

恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
所
在
地

の
市
町
村
と
情
報
共
有
を
図
り
、

避
難
情
報
の
発
令
基
準
見
直
し

を
協
議
す
る
な
ど
し
て
人
的
被

害
の
未
然
防
止
に
努
め
る
。

県
内
大
学
や
高

専
の
学
生
が
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
の
基
礎
を
学

ぶ
取
り
組
み
の
拡
充
に
よ
る
人
材

育
成
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
Ｒ
ｕ

ｂ
ｙ
を
活
用
し
た
高
校
生
向
け
講

座
の
実
施
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

Ａ
　
今
年
度
か
ら
大
学
生
を
対
象

に
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
基
礎
を

学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
。

大
学
や
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と

意
見
交
換
し
、
人
材
育
成
策
の
検

討
を
進
め
る
。
県
教
育
委
員
会
や

地
元
Ｉ
Ｔ
企
業
と
も
協
議
し
、Ｒ
ｕ

ｂ
ｙ
活
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学

習
か
ら
起
業
等
に
至
る
ま
で
高
校

生
な
ど
の
挑
戦
を
後
押
し
す
る
方

策
を
検
討
し
た
い
。デ

ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
の
推

進
に
つ
い
て
、

本
県
に
お
け
る
現
状
と
認
識
、
今
後

の
取
り
組
み
を
知
事
の
決
意
も
含
め

て
問
う
。

Ａ
　
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
機
能
改

善
に
よ
り
電
子
決
裁
を
さ
ら
に
進
め

る
。
会
議
に
お
け
る
紙
の
使
用
を
減

ら
す
た
め
、
専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
試

行
的
な
導
入
を
検
討
。
行
政
手
続
き

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
、
来
年
度
の
早

い
時
期
ま
で
に
法
令
等
の
改
正
が
必

要
な
も
の
を
除
い
た
約
４
８
０
０
手

続
き
全
て
に
拡
大
す
る
な
ど
、
最
新

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
最
大
限
に
活
用

し
な
が
ら
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
推
進

す
る
。

中
学
、
高
校
の

運
動
部
活
動
で

の
教
員
の
指
導

力
向
上
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
る
か
。
参
加
す
る
生

徒
が
減
少
す
る
中
、
活
性
化
に
向
け

地
域
と
の
連
携
を
ど
う
進
め
る
の
か

問
う
。

Ａ
　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
指
導

経
験
が
浅
い
教
員
や
競
技
経
験
が

な
い
教
員
を
対
象
に
し
た
や
る
気

を
引
き
出
す
指
導
法
な
ど
の
研
修

会
や
各
競
技
の
専
門
性
を
高
め
た

い
教
員
向
け
の
研
修
会
を
実
施
し

て
い
る
。
現
在
、
持
続
可
能
な
運

動
部
活
動
推
進
の
た
め
の
「
福
岡

モ
デ
ル
」
を
策
定
中
で
、
そ
の
中

で
地
域
と
の
連
携
・
協
働
の
具
体

的
な
方
策
な
ど
を
示
す
予
定
だ
。

江頭 祥一
（嘉麻市）

民
主
県
政
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団人

口
減
少
が
見

込
ま
れ
る
地
域

に
あ
る
県
立
高

校
の
魅
力
づ
く

り
に
、
県
教
育
委
員
会
は
地
域
と
協

働
し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

Ａ
　
魅
力
向
上
の
た
め
に
地
域
の
協

働
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
地
区
、
学

区
に
つ
い
て
、
各
高
校
が
そ
の
使
命

を
再
定
義
し
た
「
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
を
地
域
と
と
も
に
考
え
共

有
す
る
取
り
組
み
や
、
地
域
な
ら
で

は
の
「
学
校
設
定
科
目
」
な
ど
の
充

実
・
活
用
を
促
進
す
る
。
自
治
体
や

企
業
、
大
学
な
ど
と
の
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
構
築
の
支
援
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
先
進
的
な
教
育
活
動
も
進
め
る
。

新
学
期
に
先
生

が
足
り
な
い
、

い
わ
ゆ
る
定
数

未
配
置
数
は
、

今
年
５
月
１
日
時
点
で
74
人
だ
っ
た
。

未
配
置
ゼ
ロ
に
向
け
た
県
教
育
委
員

佐々木 允
（田川市）

中嶋 玲子
（朝倉市･朝倉郡）

会
の
取
り
組
み
を
問
う
。

Ａ
　
退
職
者
を
上
回
る
新
規
採
用
者

確
保
に
努
め
る
。
４
月
以
降
の
児
童

生
徒
転
入
に
伴
う
必
要
教
員
数
の
変

動
に
対
応
す
る
た
め
、
正
式
な
転
出

入
手
続
き
前
で
も
市
町
村
の
適
切
な

見
込
み
に
応
じ
た
弾
力
的
な
講
師
の

配
置
を
進
め
た
い
。
県
外
の
学
生
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
本
県
教
育
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
な
ど
教
員
や
講
師
の
志
願
者

を
増
や
す
取
り
組
み
を
強
め
る
。

稼
げ
る
農
業
、

中
で
も
販
売
金

額
別
の
農
業
者

の
増
減
と
新
規

就
農
者
へ
の
支
援
、
農
業
次
世
代
人

材
投
資
資
金
の
地
方
負
担
に
対
す
る

国
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
こ
の
５
年
で
販
売
額
３
０
０
万

円
未
満
の
小
規
模
経
営
体
が
27
％
、

３
０
０
〜
３
千
万
円
ま
で
の
階
層
で

６
％
そ
れ
ぞ
れ
減
少
。
３
千
万
円
以

上
の
階
層
は
12
％
増
え
た
。
就
農
希

望
者
に
は
就
農
前
・
後
の
き
め
細
か

な
指
導
等
で
育
成
・
定
着
に
努
め
て

い
る
。
従
来
ど
お
り
の
全
額
国
庫
で

の
実
施
を
議
長
と
共
に
、
11
月
、
農

林
水
産
大
臣
に
直
接
要
望
を
行
っ
た
。

本
県
の
性
犯
罪

の
被
害
状
況
を

見
る
と
、
小
学

生
以
下
が
上
位

に
あ
り
、
帰
宅
時
間
帯
の
発
生
が
目

立
つ
。
県
警
察
の
対
策
を
伺
う
。

Ａ
　
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
犯
罪
の

発
生
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
た
パ
ト
ロ
ー

ル
や
不
審
者
へ
の
職
務
質
問
を
積
極
的

に
実
施
し
、
警
戒
活
動
を
強
化
し
て
い

る
。
県
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
と
犯
罪

発
生
状
況
や
不
審
者
情
報
な
ど
を
共
有

す
る
体
制
を
確
立
し
、
見
守
り
活
動
な

ど
の
防
犯
対
策
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
努
め
て
い
る
。
児
童
の
自
己
防
衛

能
力
を
高
め
る
た
め
、
参
加
型
の
防
犯

教
育
も
進
め
て
い
る
。

後藤 香織
（福岡市早良区）

川端 耕一
（北九州市門司区）

香原 勝司
（直方市）

渡辺 美穂
（太宰府市）

樋口　明
（福岡市南区）

井上 正文
（宗像市）

𠮷田 健一朗
（古賀市）

吉田 浩一
（福津市）

浦 伊三夫
（糸島市）

渡辺 勝将
（那珂川市）

松尾 嘉三
（春日市）

コ
ロ
ナ
禍
で
厳

し
い
状
況
に
あ

る
平
成
筑
豊
鉄

道
の
現
状
認
識

と
さ
ら
な
る
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
地
域
の
発
展
を
支
え
る
重
要
な

交
通
基
盤
。
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
の
進
行
に
伴
い
利
用
者
が
減
少
、

鉄
道
施
設
の
老
朽
化
や
豪
雨
災
害
に

よ
る
修
繕
費
の
増
加
等
で
営
業
損
益

は
年
々
赤
字
が
拡
大
し
、
大
変
厳
し

い
経
営
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
、
経
常
的
な
支
援
と
必
要
に

応
じ
た
追
加
的
な
支
援
の
合
わ
せ
て

総
額
20
億
円
を
超
え
る
支
援
を
行
っ

て
き
た
。
現
在
、
地
域
の
公
共
交
通

の
維
持
・
確
保
を
図
る
た
め
の
追
加

の
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。


